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総合優勝 和歌山県 2連覇 

 

 2015紀の国わかやま国体   

とどけよう スポーツの力を東北へ！ 

東日本大震災復興支援 

                        

第 70回国民体育大会 セーリング競技会 

平成 27年 9月 10日(木)～13日(日) 

和歌山セーリングセンター 

 

 

 和歌山県において、44年ぶりに開催する「躍動と歓喜、そして絆」をスローガンに第 70

回国民体育大会「2015紀の国わかやま国体」セーリング競技は 9月 10日(木)~13日(日)に 

和歌山セーリングセンターで開催された。 

 

この会場はセーリング競技の「ナショナル・トレーニングセンター」であり、全日本選

手権大会や世界選手権大会が過去にも多く開催されている会場である。 

 和歌山国体から艇種の変更が行われ、成年男子はレーザー級、成年女子はレーザーラジ

アル級、少年男女は 420級とレーザーラジアル級が採用され、2人乗りはインターハイ種目

と同じ 420級が採用された。 

 

 9 日 8 日(火)から計測がスタートし、順調に計測は終了し、9 日(水)の午後から始まるト

ライアルレースは台風 17号の影響により、風雨が強くなることから前日には中止の通告を

した。昨年の長崎国体もトライアルレースと初日のレースは中止となり、今回も同じよう

なスタートとなった。 

  

9月 10日(木)から A海面は成年男子 470級、B海面は成年男子国体ウインドサーフィン

級がスタートし、風向 300 度、風速 12kt と安定した風が吹き、A 海面は予定どおり 10 レ

ース、B 海面は 9 レースが行われた。成年男子レーザー級以外は各種目 2 レースが成立し
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大会として全ての種目が初日に成立した。 

 

 大会 2日目 11日(金)は、風は少し弱くなり 10kt前後の風が吹き昨日の成年男子第 2レー

スを含め A海面は 11レース、B海面 10レースを予定どおり行われた。 

今大会は、GPS を取付けたレース艇の航跡がスマホで確認でき、リアルタイムな航跡追

跡が観戦できるシステム「スマホでヨット」を導入した。 

また、併せて海上から実況放送を行った。レース映像をモニターに映し出し、解説を加

えて、セーリング競技を少しでも一般の方々にに理解してもらう「イベント事業」として

実施した。 

 平成 14年の高知国体から JSAFレディース委員会が導入した無料託児所「チャイルドル

ーム」は、選手からは安心して大会に出られると喜ばれた。また、日本体育協会の視察も

あり、メディアからも注目され、新聞にも報道された。 

 2 年前の東京国体から JSAF 環境委員会が行っている「エコバックの製作」も実施した。

不要になったセールを再利用してバッグを作る作業に、多くの市民が親子連れで参加して

いた。 

 

 大会 3 日目 12日（土）は、9kt前後の風が入った。風向は安定しないものの、和歌山県

セーリング連盟の海上運営は素晴らしく、選手を満足させるコース設定でレースは展開さ

れ、予定どおり A 海面 8レース、B海面 10レースを実施した。 

 今回の和歌山国体は「見えるセーリング競技」を色々な場面で展開したが、その集大成

が最終レースだった。各種目最終の第 6レースのコースが防波堤に近いB海面に設定され、

30分程度の上下コースで行われた。 

470 級は 27 分、ウインドサーフィン級は 15 分でトップ艇がフィニッシュするコース設

定だったが、ハーバー入口にフィニッシュラインが設定されたことによる効果は大きかっ

た。「見えるセーリング競技」として最高のロケーションとなり、陸上の市民、都道府県選

手団からの声援が飛び交っていた。 

  

大会 4日目 13日（日）は少年女子 420級、成年女子セーリングスピリッツ級の 2レース

を残すのみで、5ktの風の弱い中で予定どおり上下コース 30分のレースが実施された。 

 予定された全種目各 6レースの 60レースを 4日間にわたり完璧に実施した和歌山県セー

リング連盟に絶賛の言葉を捧げたい。 

 

 さらに和歌山県選手団は昨年の長崎国体に続き天皇杯・皇后杯とも総合優勝をした功績

は多大なもので、とくに成年女子セーリングスピリッツ級の宮川恵子・栗栖佐和組は平成

25年東京国体から連続３回優勝を果たしたことは素晴らしい。 
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大会開催にあたり協力いただいた和歌山マリーナシティ株式会社、関係漁業協同組合及

び地元ボランティア団体など多くの関係者のご支援により大会が成功裡に終わりました。 

 また、長年にわたり、ご尽力いただいた和歌山市実行委員会、和歌山県セーリング連盟

の皆様に深くお礼を申し上げます。（レポートと写真 JSAF国体委員会 副委員長／森信和） 

 

セーリングスピリッツ級国体３連覇の和歌山県成年女子 

 

      栗栖佐和        宮川恵子 

 

 

国体会場 和歌山セーリングセンター 
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420級 

 

 

 

 

レーザーラジアル級 
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チャイルドルーム 

 


